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顎関節 MRI では同じ繰り返し時間を持ち、エコー時間の異なるプロトン密度強調
像と T2 強調像を同時収集する dual echo 法二次元撮像が多く使われてきた。本研究
では、三次元スピンエコーを dual echo で収集撮像し（VISTA プロトン密度強調像お
よび VISTA T2 強調像）、更にプロトン密度強調像と T2 強調像を足し算した加算融
合画像（VISTA 加算融合画像）も作成しコントラストの改善と検査の簡便化をはか
り、従来法と比較し関節円板・関節液の描出性を検討した。 
対象は 2010 年 7 月～2012 年 2 月までに関節 MRI を撮影した連続 13 例と健常ボラ
ンティア 13例。 
方法は、関節円板および関節液の描出について視覚的評価を行った。更に関節円板
の周囲に存在する脂肪組織と関節円板、関節液とのコントラスト比を測定した。 
結果、VISTA 加算融合画像では多断面再構成像を用いて全例で関節円板を同定で
き、関節円板の視覚評価は従来法の二次元プロトン密度強調像と同等であった。関節
円板近傍の脂肪と関節円板のコントラスト比は開口位、閉口位ともに全例で、VISTA
プロトン密度強調像よりも VISTA 加算融合画像のほうが有意に高かった（P<0.05）。
VISTA 加算融合画像におけるコントラスト比は従来法の二次元プロトン密度強調像
よりも開口位でわずかに高かった（P=0.071）が、閉口位では有意差は見られなかっ
た（P=0.18）。関節液の視覚評価では VISTA T2 強調像で関節液の見られた 8 関節す
べて VISTA 加算融合画像でも関節液を同定できた。一方、従来法の二次元 T2 強調
像では 3 例しか関節液は同定できなかった。関節液と脂肪のコントラスト比は VISTA
加算融合画像と VISTA プロトン密度強調像で有意差は指摘できなかったが、VISTA
加算融合画像を用いて視覚的に関節液を同定できるようになった。 
結論として、VISTA 加算融合画像で任意断面の多断面再構成像を作成することに
よって、関節円板および少量の関節液も同定でき有用であると考えられた。 
     
 
